
沿岸荷役主任者教習の講師養成研修のご案内 

港湾貨物運送事業労働災害防止協会 

沿岸荷役主任者教習の講師は、当協会の沿岸荷役

主任者教習実施要領（昭和５４年８月３１日付け港

災防発第３９号）で定めるところにより「協会本部

の実施する講師養成研修修了者」となっています。 

当協会本部の実施する講師養成研修は、最近では

平成１４年、平成１８年及び平成２２年に開催して

おりますが、前回開催から約３年が経過していると

ともに、講師養成のご希望もお寄せいただいており

ますことから、今般、標記「沿岸荷役主任者教習の

講師養成研修」を開催することとしましたので、この機会に御参加下さるよう御案内申し上げます。 

記 

１ 日 時 ： 平成２８年１１月１５日（火）９：００～１６：４０ 

２ 会 場 ： 東京港湾福利厚生センター８階Ａ会議室 

〒108-0022 東京都港区海岸３－９－５ 

TEL: 03-3452-6391 

３ 受講資格： 各科目について別記の資格を有する者 

４ 参加定員： ３０名 

５ 受 講 料： １８，３６０円  （消費税、テキスト、資料、昼食を含む。） 

６ 申 込 先： 別紙「沿岸荷役主任者教習講師研修申込書」に参加者氏名、所属事業場名等 

所定事項を御記入の上、受講料を添え、１０月２５日（火）までに所属総支部 

までお申し込み下さい。 

７ 修 了 証： 修了者には修了証を交付します。 

８ 内    容： 次の表のとおりです。 

時   間 内         容 

９：００～ ９：１０ < オリエンテーション > 

９：１０～１０：１０  玉掛け作業及び合図の方法に関する知識 

１０：１０～１０：１５ 休         憩 

１０：１５～１１：１５  荷役機械等の構造及び取扱いに関する知識 

１１：１５～１１：２０ 休         憩 

１１：２０～１２：２０  はい付け、はいくずし作業に関する知識 

１２：２０～１３：１０ 昼         食 

１３：１０～１４：１０  関係法令 

１４：１０～１４：１５ 休         憩 

１４：１５～１５：１５  作業の指揮に必要な知識 

１５：１５～１５：２０ 休         憩 

１５：２０～１６：３０  荷役の方法に関する知識 

１６：３０～１６：４０ <  修  了  証  交  付  > 

 



受講資格は、次の表のとおりです。 

教 習 科 目 資                             格 

作業の指揮に必

要な知識 

１ 大学又は高等専門学校を卒業した者で、その後３年以上沿岸荷役作業に係る安全管理に関する業務に

従事した経験を有するもの 

２ 高等学校を卒業した者で、その後５年以上沿岸荷役作業に係る安全管理に関する業務に従事した経験

を有するもの 

３ １０年以上沿岸荷役作業に係る安全管理に関する業務に従事した経験を有する者 

荷役機械等の構

造及び取扱いに

関する知識 

１ 大学又は高等専門学校において船舶工学又は機械工学に関する学科を修めて卒業した者で、その後３

年以上沿岸荷役に関する業務に従事した経験を有するもの 

２ 高等学校において船舶工学又は機械工学に関する学科を修めて卒業した者で、その後５年以上沿岸荷

役に関する業務に従事した経験を有するもの 

３ クレーン運転士免許、移動式クレーン運転士免許又はデリック運転士免許を有する者で、１０年以上

沿岸荷役に関する業務に従事した経験を有するもの 

玉掛け作業及び

合図の方法に関

する知識 

１ 大学又は高等専門学校において力学又は応用力学に関する学科を修めて卒業した者で、その後２年以上玉

掛けに関する業務に従事した経験を有するもの 

２ 高等学校において力学又は応用力学に関する学科を修めて卒業した者で、その後４年以上玉掛けに関

する業務に従事した経験を有するもの 

３ 揚貨装置運転士免許、クレーン運転士免許、移動式クレーン運転士免許又はデリック運転士免許を有

する者（昭和５３年労働省令第３５号附則第３条の「就業制限に関する経過措置」に該当する者に限る

。）で、１０年以上玉掛けに関する業務に従事した経験を有するもの 

４ 玉掛け技能講習修了者で、１０年以上玉掛けに関する業務に従事した経験を有するもの 

荷役の方法に関

する知識 

１ 大学又は高等専門学校を卒業した者で、その後３年以上沿岸荷役作業に関する業務に従事した経験を

有するもの 

２ 高等学校を卒業した者で、その後５年以上沿岸荷役作業に関する業務に従事した経験を有するもの 

３ 沿岸荷役作業の監督又は作業指揮の業務に５年以上従事した経験を有する者 

４ クレーン運転士免許、移動式クレーン運転士免許又はデリック運転士免許を有する者で、１０年以上

沿岸荷役に関する業務に従事した経験を有するもの 

はい付け、はい

くずし作業に関

する知識 

１ 大学又は高等専門学校を卒業した者で、その後３年以上はい付け、はいくずし作業に関する業務に従

事した経験を有するもの 

２ 高等学校を卒業した者で、その後５年以上はい付け、はいくずし作業に関する業務に従事した経験を

有するもの 

３ はい作業主任者技能講習修了後３年以上はい付け、はいくずし作業に関する業務に従事した経験を有

する者 

関係法令 

１ 大学又は高等専門学校を卒業した者で、その後１年以上産業安全の実務に従事した経験を有するもの 

２ 高等学校を卒業した者で、その後３年以上産業安全の実務に従事した経験を有するもの 

３ ５年以上産業安全の実務に従事した経験を有する者 

 

【交通】 

ＪＲ田町駅芝浦口(東口)より徒歩11分 

新交通ゆりかもめ芝浦ふ頭駅より徒歩 6 分 

 

東京港湾福利厚生センター 

〒108-0022 東京都港区海岸３－９－５ 

TEL: 03-3452-6391 

http://www.t-port-kousei.or.jp/kikouzu.html 

 

港湾労災防止協会本部  

TEL: 03-3452-7201        (担当：モリヤマ、ニシマキ) 

  

http://www.t-port-kousei.or.jp/kikouzu.html


沿岸荷役主任者教習講師研修申込書 

港湾労災防止協会会長 殿 

上記の研修に参加を申し込みます。 

修 了 証 

交付番号 

  

 № 

ふ り が な 

氏   名 
印 生年月日 昭和 平成 年    月    日  生 

事 業 場 名  連 絡 先  

現在の職名  卒業学校名 学科  

現 住 所  卒業年月 年   月  卒 

職 

歴 

 

免
許
・
修
了
証
取
得
事
項 

クレーン運転士  昭和・平成    年   月  日    （  ） 労働局    №            号 

移動式クレーン運転士  昭和・平成    年   月  日    （  ） 労働局    №            号 

デリック運転士  昭和・平成    年   月  日    （  ） 労働局    №            号 

クレーン・デリック運転士 平成    年   月  日    （  ） 労働局    №            号 

揚貸装置運転士  昭和・平成    年   月  日    （  ） 労働局    №            号 

船内荷役作業主任者  昭和・平成    年   月  日                           №            号 

はい作業主任者  昭和・平成    年   月  日                              №            号 

玉掛け技能講習修了者  昭和・平成    年   月  日                             №            号 

沿 
岸 

関 

係 

業 

務 

沿岸荷役に関する業務  昭和・平成  年   月から  年  月 （又は現在まで）   年  ヶ月 

玉掛けに関する業務  昭和・平成  年   月から  年  月 （又は現在まで）   年  ヶ月 

沿岸荷役に係る安全 

管理に関する業務 
 昭和・平成  年   月から  年  月 （又は現在まで）   年  ヶ月 

沿岸荷役作業の監督 

又は作業指揮の業務 
 昭和・平成  年   月から  年  月 （又は現在まで）   年  ヶ月 

はい付け、はいくず 

し作業に関する業務 
 昭和・平成  年   月から  年  月 （又は現在まで）   年  ヶ月 

産業安全の実務 

に従事した経験 
 昭和・平成  年   月から  年  月 （又は現在まで）   年  ヶ月 

担当する 

科  目 

 

[注]  （１）「学校名等」欄には、講師資格に必要な事項を明記すること。 

（２）「職 歴」欄には、安全関係を主体に簡単に記載すること。 

（３）「担当する科目」欄には、講師資格に照らし教習の際に担当できる科目を記載すること。 

（４）「修了証交付番号」欄及び「№      」欄には記入の必要なし。 


